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シナリオクラスタ 1

水源別 取水量
• 表流水：地下水 7：3

浄水処理方式
• 凝集沈殿・濾過 *** %

高度浄水 導入地域
• ○区/△市/◇町

下水処理方式
• 標準活性汚泥 ** %

再生水利用 導入地域
• ○市/△市/◇町 …

シナリオクラスタ 2

水源別 取水量
• 表流水：地下水 2：8

浄水処理方式
• 凝集沈殿・濾過 *** %

高度浄水 導入地域
• ○区/△市

下水処理方式
• A2O法 *** % …

再生水利用 導入地域
• ○市

シナリオクラスタ 3

水源別 取水量
• 表流水：地下水 7：3

浄水処理方式
• オゾン処理 *** %

高度浄水 導入地域
• 全市町村

下水処理方式
• 標準活性汚泥 *** %

再生水利用 導入地域
• なし

シナリオクラスタ 4

水源別 取水量
• 表流水：地下水 4：6

浄水処理方式
• オゾン処理 *** %

高度浄水 導入地域
• ○市/△市/◇町 …

下水処理方式
• A2O法 *** % …

再生水利用 導入地域
• なし

設計
変数
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取水可能量
• 地下水利用量 （地域別）
• 流域外からの導水量

上水需要量 / 下水発生量
• 市町村ごとの需要量/発生量
• 用途別 （トイレ・雑用水）

前
提
条
件

前提条件の現状値や 将来的に
変動が想定される前提条件の
予測値を入力すると …

それぞれの前提条件に対応した
シナリオ群を自動的に生成し …

それぞれのシナリオの
評価指標も出力される

シナリオの
評価指標

第2回荒川ワークショップ

シナリオの対象範囲
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当面は汚水のみ
雨水は範囲外

対象地域

2014年11月11日 25第2回荒川ワークショップ

埼玉県

東京都区部

• 人口 （2010年10月1日 現在）

 埼玉県： 7,194,556
 東京都区部： 8,945,695

• 面積

 埼玉県： 3,798 m2

 東京都区部： 0,622 m2

• 下水道普及率 （2013年度末 現在）

 埼玉県： 077.9%
 東京都区部： 100.0%

荒川流域と
ほぼ合致

シナリオ生成では
100%を前提条件
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水需要/下水発生市町村

埼玉県

• 36市 22町 1村

 事業体ごとに
59地域に集約

東京都区部

• 23特別区

 給水所ごとに
13地域に集約

浄水処理施設

埼玉県営水道

• 大久保浄水場

• 庄和浄水場
• 行田浄水場
• 新三郷浄水場
• 吉見浄水場

 水源： 表流水

埼玉県 市町村

• 59事業体

それぞれの施設

 水源： 主に地下水

東京都水道局

• 金町浄水場

• 三郷浄水場
• 朝霞浄水場
• 三園浄水場
• 東村山浄水場

（多摩川水系
の分は除く）

 水源： 表流水

• 杉並浄水所

 水源： 地下水

利根川・荒川水系
の処理施設

下水・再生処理施設

埼玉県 流域下水道

• 中川 2施設
• 荒川 6施設
• 利根川 1施設

埼玉県 公共下水道

• 18施設

 市町ごと 1施設
22施設と仮定

東京都下水道局

• 11区 14施設

 区ごと 1施設
11施設と仮定

 うち 4施設で
再生処理

前提条件

• 水需要/下水発生 市町村

 256市町村まで入力可

• 浄水処理施設 立地市町村

• 下水・再生処理施設 立地市町村

• 現存する施設 / 立地可能な市町村

1. 水需要量 ［百万m3/年］

• 市町村ごとの需要量

 人口推計に基づく将来の需要量も

2. 再生水・雨水利用率 上限 ［%］

• 水需要量のうち 再生水・雨水でも
問題のない割合

 利用したくない市町村は 0 を入力

3. 表流水利用可能量 ［百万m3/年］

• 浄水処理施設ごとの利用可能量

 今回は 取水権水量をもとに

 水資源グループ より 将来予測を
提供済

4. 地下水利用可能量 ［百万m3/年］

• 浄水処理施設ごとの利用可能量

 今回は 2001～2012年の地下水

年間取水量の最大値

 地下水グループ の知見を反映

5. 雨水利用可能量 ［百万m3/年］

 今回は 雨水利用は未考慮

 雨水グループ より提供済

6. 流域外導水量 ［百万m3/年］

 今回は 利根川（武蔵水路）からの
水道用水の水利権をもとに
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前提条件（続）

7. 市町村－浄水処理施設 距離 ［km］

8. 市町村－下水・再生処理施設 距離

9. 市町村－浄水処理施設 標高差 ［m］

10. 市町村－下水処理施設 標高差 ［m］

11. 市町村－再生処理施設 標高差 ［m］

12. 流域内 汚濁負荷係数

• 富栄養化の制限因子などを考慮

 デフォルト値は用意

13. 配水（運用）投入量/排出量

• 市町村ごとの費用 ［円/m3］
• 市町村ごとの電力消費 ［kWh/m3］

14. 配水管路（建設）投入量/排出量

• 市町村ごとの費用 ［円/(m3/年)］
• 市町村ごとの管 ［kg/(m3/年)］

15. 表流水取水費用

• 浄水処理施設ごとの費用 ［円/m3］

16. 地下水取水費用

• 浄水処理施設ごとの費用 ［円/m3］

17. 親水利用可能性

• 下水・再生処理施設ごとに 再生水
を親水利用できる場所があるか
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• 以下の設計変数は固定/制御が可能

 雨水利用率 ［%］ （市町村ごと）
 地下水利用率 ［%］ （施設ごと）
 浄水/下水/再生 処理能力

［百万m3/日］ （施設ごと）

評価関数設計変数と評価関数
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事業費用

地域外への影響

• 温室効果ガス
• 酸性化物質

• 富栄養化物質
• 化石資源消費量
• 鉱物資源消費量

• 水資源消費量

地域内での影響

• 表流水取水量
• 地下水取水量
• 水質汚濁負荷量

• 親水利用可能量

飲料水の質

• 地下水浄水量
• 高度浄水量

設計変数： シナリオ（水利用システム）の要素

処
理
方
式

1
2

…

p

処理施設立地市町村

1 2 3 4 5 6 … j

水
需
要
市
町
村

1
2
3
4
5
6

…

i

水
源

1
2

水源別 取水量 （施設ごと）

• 表流水 / 地下水 / 流域外導水

送水量 / 下水輸送量

• 施設～市町村の上水送水量
• 市町村～施設の下水輸送量
• 施設～市町村の再生水送水量

管径区分 （市町村～施設ごと）

処理能力 （施設ごと）

処理方式 （施設ごと）

• 浄水： 凝集沈殿・濾過 / オゾン
• 下水： 標準活性汚泥法 / A2O
• 再生： 砂濾過 / オゾン

再生水処理量 （施設ごと）
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入力項目 選択画面
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前提条件 入力画面（例）
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対象地域の条件
を入力（必須）

第2回荒川ワークショップ

設計変数 設定画面（例）
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固定/制御する設計
変数を設定（任意）

第2回荒川ワークショップ

原単位 確認画面（例）
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データベースを確認
ユーザは閲覧のみ

第2回荒川ワークショップ



現状の設計値
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概要

現状

59

現状の評価値

2014年11月11日 35第2回荒川ワークショップ

概要

現状シナリオ

シナリオの設計値
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概要

コスト最小化シナリオ

59

シナリオの評価値
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コスト最小化シナリオ

概要



シナリオの設計値
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詳細

コスト最小化シナリオ

シナリオの設計値
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詳細

コスト最小化シナリオ

シナリオの設計値
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詳細

コスト最小化シナリオ
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水利用割合（現状）

水利用割合（現状）
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水利用割合（コスト最小化シナリオ）

水利用割合（コスト最小化）
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浄水処理能力（現状）

浄水処理能力（現状）
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浄水処理能力（コスト最小化シナリオ）

浄水処理能力（コスト最小化）
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下水処理能力（現状）

下水処理能力（現状）
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下水処理能力（コスト最小化シナリオ）

下水処理能力（コスト最小化）

シナリオ生成ツールで できること
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前提条件

設計値

評価値

重み付け係数

将来の
水需要量

将来の水資源
利用可能量

バランス
重視

環境負荷
も考慮

再生水の
親水利用


